
自然科学教育部 博士後期課程 理学専攻 数学コース カリキュラムツリー
ディプロマポリシー：

標準修業年限3年以上在学し、理工融合教
育科目及び専門科目の選択科目から合計12単
位以上を修得すること。なおこの12単位の中
に理工融合教育科目の大学院教養教育科目1
単位のみ修了要件単位として認める。
さらに、博士論文を提出するとともに、発表
会で口頭発表を行い、口頭試問など最終試験
に合格すること。

ただし、在学期間については、優れた研究
業績をあげた者は、当該課程に1年以上在学
すれば足りるものとする。

カリキュラムポリシー：
①全体の方針

理学専攻数学コースでは、代数学、幾何学、解析学、確率論等の各分野に於いて基礎的な研究を重視しつつ、高度化している最先端の理論を修得し、さらに深化させる
ことによって、学問の発展、社会の進展に貢献できる人材を育成するため、以下のようなカリキュラムを編成している。

1. 最先端の研究内容を理解し、高度な数学理論を学ぶための専攻開講科目を設ける。
2. 指導教員を中心とした研究指導体制の下、学位論文作成に係る指導を行う。

②教育課程編成の方針（「修得すべき知識・能力」への対応）
下記枠内に示す。

③教育課程における教育・学習方法に関する方針
講義科目においては、最先端研究を理解するために必要な発展的内容について丁寧に講義し、堅実な基礎知識と柔軟な発想力の修得ならびに研究意欲の高揚につなげる。

講義の聴講だけではなく、教員との質疑や関連書・資料による自習や講義ノートによる復習を行うことで知識の深い理解・定着が可能となる。
ゼミナールにおいては、各自の研究テーマとその背景に関連する最新の論文を精読し、その内容を発表する。また、学位論文の経過について教員等と討論し、論理的思

考力を養いつつ研究の進展を図る。これら発表に対する質疑応答・議論を通して、学位取得に値する数学的思考力を身につけることが可能となる。
④学修成果の評価の方針

カリキュラム・ポリシーに沿って実施される各授業科目の学修成果、取得単位数、GPA及び外部試験の得点等を可視化することによって、教育課程全体を通した学修成
果の達成状況を測定・評価する。また、学位論文については、学位論文審査基準を明示し、その基準に基づき適切に評価する。

なお、学修成果の「評価方法・基準」は、開講科目毎にシラバスに掲載する。評価は、各科目の特性に応じて、試験、レポート、発表、討論への積極的な参加等によっ
て公正かつ的確に行う。

・最先端の数学理論を積極的に取り入れた独自の数学観を
身に付けさせ、また、数学教育、研究面での最前線で活躍
できる能力、さらに数学の発展に繋がるオリジナルな問題
を提起しその解決に取り組む能力を育成するために、専攻
開講科目の提供や学位論文作成の指導を行う。

高度な専門的知識・技能及び研究力

・研究成果を広く発表し、他の分野と積極的に交流する能
力の育成を図るために、学位論文に係る研究指導を行う。
更に、新しい学際・複合領域へ意欲的に取り組み、数理科
学の発展、社会の進展に貢献できる人材を育成するために、
全専攻共通専門科目を設置する。

学際的領域を理解できる深奥な教養力

・国際的な交流を積極的に推進し、世界に通用する研究を
行う能力を涵養しつつ、国内外との学術交流による広範な
数学的視野の獲得を促すために、学位論文に係る研究指導
を行う。

グローバルな視野と行動力

・高度な数学的経験を地域社会の発展に還元できるスペ
シャリストを育成するために、全専攻共通専門科目を設置
する。

地域社会を牽引するリーダー力
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次

博士前期課程 理学専攻 数学コース

博士学位論文

■応用解析領域
力学系特論 AB
確率過程論

■幾何領域
代数幾何学特論
曲面論
リーマン幾何学
複素幾何学

■解析領域
解析数論
表現論
偏微分方程式論
大域解析学
無限次元表現論

■代数領域
有限群論と組合せ構造
代数的組合せ論
微分代数学
可換環論と代数多様体論

■理学ゼミナール

専門科目

特別プレゼンテーション II

インターンシップ II

全専攻共通科目

先端科学科目

大学院教養教育科目

英語教育科目

理工融合教育科目

科学技術と社会 I

科学技術と社会 II

科学英語演習 I

科学英語演習 II

現代社会理解 A

現代社会理解 B

技術革新のための基礎科学

マネジメント概論

科学の歴史



ディプロマポリシー：
物理科学コースを修了し、学位(博士)を取得す

るためには、理工融合教育科目および専門科目の
選択科目から合計12単位以上を修得する必要があ
る。さらに、博士論文公聴会で研究発表を行い、
口頭試問を受けた上で博士論文を提出し、審査に
合格しなければならない。なお、理工融合教育科
目の大学院教養教育科目については、１単位のみ
修了要件単位として認める。

学位(博士)は、先端的な研究と高度な専門能力
をもつ科学技術者に必要な論理的思考能力、表現
能力などを有し、独立した研究者として研究を遂
行できることを認定基準とする。また、学位論文
は国際的な水準に達していると判断される内容で
あり、国際学術誌に、少なくとも1編は第1著者で、
2編以上の査読付き論文の掲載が決定していなけ
ればならない。

ただし、在学期間については、優れた研究業績
をあげた者は、当該課程に1年以上在学すれば足
りるものとする。（修業年限特例の適用）

自然科学教育部 博士後期課程 理学専攻 物理科学コース カリキュラムツリー
カリキュラムポリシー：
①全体の方針

「超ミクロから超マクロまでの自然界とそこで起きる現象を物理学の観点から深く理解し、自立した研究者を育成する」ために、理学ゼミナールなどを通して他研
究領域の話題にも関心を持たせるとともに、自ら研究計画を立てさせ、学術論文の発表、博士論文の発表などを通して自立した研究者を育成する。

②教育課程編成の方針（「修得すべき知識・能力」への対応）
下記枠内に示す。

③教育課程における教育・学習方法に関する方針
講義科目においては、最先端研究を理解するために必要な発展的内容について丁寧に講義し、堅実な基礎知識と柔軟な発想力の修得ならびに研究意欲の高揚につな

げる。講義の聴講だけではなく、教員との質疑や関連書・資料による自習や講義ノートによる復習を行うことで知識の深い理解・定着が可能となる。
ゼミナールにおいては、各自の研究テーマとその背景に関連する最新の論文を精読し、その内容を発表する。また、学位論文の経過について教員等と討論し、論理

的思考力を養いつつ研究の進展を図る。これら発表に対する質疑応答・議論を通して、学位取得に値する科学的思考力を身につけることが可能となる。
④学修成果の評価の方針

カリキュラム・ポリシーに沿って実施される各授業科目の学修成果、取得単位数、GPA及び外部試験の得点等を可視化することによって、教育課程全体を通した学
修成果の達成状況を測定・評価する。また、学位論文については、学位論文審査基準を明示し、その基準に基づき適切に評価する。

なお、学修成果の「評価方法・基準」は、開講科目毎にシラバスに掲載する。評価は、各科目の特性に応じて、試験、レポート、発表、討論への積極的な参加等に
よって公正かつ的確に行う。

・講座で開講している講義や集中講義などを通して、「高
度な物理学と最先端科学の専門知識を修得」させている。
「研究遂行能力」などは指導教員および研究指導委員会で
指導している。

高度な専門的知識・技能及び研究力

・理学ゼミナール等では多くの他研究領域の話題に触れ、
議論する機会を作ることができる。これらを通して「素粒
子から身の回りの物質、更には宇宙まで、階層構造を有す
る自然界の各階層における物質の物理的性質に興味を持ち、
それらに固有な性質を調べて説明する能力」を身に付けさ
せている。

学際的領域を理解できる深奥な教養力

・国際学会での発表や英語による論文作成は全ての院生が
行っており、国際学会での口頭発表は特別プレゼンテー
ションⅡとして単位化している。

グローバルな視野と行動力

・他の研究領域の研究者との議論は、幅広い観点から「自
然科学を理解する」ことに加え、地域社会に貢献するリー
ダー力の涵養にもつながる。

地域社会を牽引するリーダー力
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博士前期課程 理学専攻 物理科学コース

博士学位論文

専門科目

特別プレゼンテーション II

インターンシップ II

全専攻共通科目

先端科学科目

大学院教養教育科目

英語教育科目

理工融合教育科目

科学技術と社会 I

科学技術と社会 II

科学英語演習 I

科学英語演習 II

現代社会理解 A

現代社会理解 B

技術革新のための基礎科学

マネジメント概論

科学の歴史

固体電子論 C                       固体電子論 D

コンピュータ物理学特論 II     物性物理学特論 II

素粒子物理学 宇宙物理学 II

光物性特論 基礎物理特論

超高速分光学特論 微小領域物性特論

高圧物性物理学特論 II           データ科学特論 II

構造物性学特論 Ⅱ 理学ゼミナール



ディプロマポリシー：
当該課程の標準修業年限3年以上在学し、

所定の単位（理工融合教育科目および専門
科目の選択科目から合計12単位以上）を修
得し、かつ必要な研究指導を受けた上、博
士論文の審査および口頭試問に合格するこ
と。ただし、理工融合教育科目の大学院教
養教育科目については、１単位のみ修了要
件単位として認める。また、博士論文の内
容を査読付き国際学術誌に1編以上公表、
もしくは掲載が決定していること。

なお、在学期間について、優れた研究業
績をあげた者には、修業年限特例を適用す
ることがある。

自然科学教育部 博士後期課程 理学専攻 化学コース カリキュラムツリー
カリキュラムポリシー：
①全体の方針

物質の構造、性質、および環境動態を分子レベルで理解するため、理学系化学の基礎となる物理化学、無機化学、有機化学、分析化学の各分野の講義科目を配置する。各
分野の講義科目にはそれぞれ2～3科目を設け、学生へ教授する学問の幅と深さを確保する。学生は、これらの科目を体系的に受講することによって、化学的な思考や理解
が行える人材となる。さらに、先進的な知識や技術を身に付け、創造的な仕事が行えるよう、博士論文にかかる研究やゼミナールを行う。

②教育課程編成の方針（「修得すべき知識・能力」への対応）
下記枠内に示す。

③教育課程における教育・学習方法に関する方針
講義科目においては、最先端研究を理解するために必要な発展的内容について丁寧に講義し、堅実な基礎知識と柔軟な発想力の修得ならびに研究意欲の高揚につなげる。

講義の聴講だけではなく、教員との質疑や関連書・資料による自習や講義ノートによる復習を行うことで知識の深い理解・定着が可能となる。
ゼミナールにおいては、各自の研究テーマとその背景に関連する最新の論文を精読し、その内容を発表する。また、学位論文の経過について教員等と討論し、論理的思考

力を養いつつ研究の進展を図る。これら発表に対する質疑応答・議論を通して、学位取得に値する科学的思考力を身につけることが可能となる。
④学修成果の評価の方針

カリキュラム・ポリシーに沿って実施される各授業科目の学修成果、取得単位数、GPA及び外部試験の得点等を可視化することによって、教育課程全体を通した学修成果
の達成状況を測定・評価する。また、学位論文については、学位論文審査基準を明示し、その基準に基づき適切に評価する。

なお、学修成果の「評価方法・基準」は、開講科目毎にシラバスに掲載する。評価は、各科目の特性に応じて、試験、レポート、発表、討論への積極的な参加等によって
公正かつ的確に行う。

・物質の構造、性質、および環境動態を分子レベルで理解
するため、物理化学、無機化学、有機化学、分析化学の各
分野の講義科目を配置する。各分野の講義科目を体系的に
提供し、化学的な思考や理解が行える人材を輩出する。

高度な専門的知識・技能及び研究力

・全専攻共通の科目を配置し、受講を推奨する。他の領域
や他大学・他機関の研究者の講義によって、日ごろとは異
なった視点での学問や研究を理解させる。さらに、化学
コースで開講する講義科目のほか、他のコースの開講科目
も受講可能なように履修基準を整備する。それぞれの専門
分野に合わせて、関連する化学以外の講義科目を通して学
際的な素養を身に付けさせる。

学際的領域を理解できる深奥な教養力

・博士論文の研究を通して海外の研究者や学生と交流を行
い、グローバルな視野と行動力を養う。また、講義科目に
英語による授業や英語を交えた授業を配置する。

グローバルな視野と行動力

・ゼミナールや学会発表を通して、研究成果を論理的に説
明できるようカリキュラムを構成する。また、外部の企業
や公共機関などでのインターンシップを可能とし、社会で
必要な素養を身に付けられるようにする。

地域社会を牽引するリーダー力

3
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年
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博士前期課程 理学専攻 化学コース

博士学位論文

専門科目

特別プレゼンテーション II

インターンシップ II

全専攻共通科目

先端科学科目

大学院教養教育科目

英語教育科目

理工融合教育科目

科学技術と社会 I

科学技術と社会 II

科学英語演習 I

科学英語演習 II

現代社会理解 A

現代社会理解 B

技術革新のための基礎科学

マネジメント概論

科学の歴史

■物理化学領域
物理化学特論 D~F

■有機化学領域
有機化学特論 D E

■無期化学領域
無期化学特論 D E

■分析化学領域
分析化学特論 D~F

■理学ゼミナール



ディプロマポリシー：
博士後期課程に3年以上在学し、理工融合教

育科目および専門科目の選択科目から12単位以
上を修得すること。ただし、理工融合教育科目
の大学院教養教育科目については、1単位のみ
修了要件単位として認められる。また、所定の
手続きに従って博士論文を提出し、学位論文審
査ならびに発表会での口頭試問など最終試験に
合格しなければならない。

ただし在学期間については、優れた研究業績
をあげた者は、当該課程に1年以上在学すれば
足りるものとする。学位申請論文は国際的な水
準に達していると判断される内容であり、その
内容の一部が学術雑誌に2報以上の筆頭著者論
文として掲載済みまたは投稿中であることが必
要とされる。

自然科学教育部 博士後期課程 理学専攻 地球環境科学コース カリキュラムツリー
カリキュラムポリシー：
①全体の方針

地球環境に関する基礎的科学の最先端の知識と技術を修得し、創造的研究能力を養うため、地球環境科学授業科目を編成する。とりわけ複合領域の諸問題に対処しう
る総合的な研究能力を育み、地球環境に関わる現代社会の諸問題の解決に貢献しうる人材を育成するため、特別プレゼンテーションなどの選択科目を提供する。さらに
これらの単位の修得に加え、博士後期課程では研究水準の質を保証するため、研究内容の一部が学術雑誌に２報以上の筆頭著者論文として掲載済みまたは投稿中である
ことを修了要件とする。

②教育課程編成の方針（「修得すべき知識・能力」への対応）
下記枠内に示す。

③教育課程における教育・学習方法に関する方針
講義科目においては、最先端研究を理解するために必要な発展的内容について丁寧に講義し、堅実な基礎知識と柔軟な発想力の修得ならびに研究意欲の高揚につなげ

る。講義の聴講だけではなく、教員との質疑や関連書・資料による自習や講義ノートによる復習を行うことで知識の深い理解・定着が可能となる。
ゼミナールにおいては、各自の研究テーマとその背景に関連する最新の論文を精読し、その内容を発表する。また、学位論文の経過について教員等と討論し、論理的

思考力を養いつつ研究の進展を図る。これら発表に対する質疑応答・議論を通して、学位取得に値する科学的思考力を身につけることが可能となる。
④学修成果の評価の方針

カリキュラム・ポリシーに沿って実施される各授業科目の学修成果、取得単位数、GPA及び外部試験の得点等を可視化することによって、教育課程全体を通した学修
成果の達成状況を測定・評価する。また、学位論文については、学位論文審査基準を明示し、その基準に基づき適切に評価する。

なお、学修成果の「評価方法・基準」は、開講科目毎にシラバスに掲載する。評価は、各科目の特性に応じて、試験、レポート、発表、討論への積極的な参加等に
よって公正かつ的確に行う。

・地球システムの構成要素である岩石圏・生物圏・水圏・
気圏等の成り立ちや変動の歴史を解明し、サブシステムの
相互作用に関する物質循環・環境変動の実体を解析するた
めに必要な高度な知識を修得できるよう、岩石反応学特論、
進化古生物学特論、気候学特論などの専門科目を提供する。

高度な専門的知識・技能及び研究力

・異分野を含め、地球環境科学に関する最新の知識や技術
の獲得に興味を持って取り組み、その結果得られた情報や
技能を自らの研究テーマに活かすことで、新たな研究領域
の開拓に挑戦する態度を育成するために、地球環境科学講
座の専門科目を実施する。

学際的領域を理解できる深奥な教養力

・国際学会での発表や国際共同研究への参画について自主
的に計画を立て、必要な手続きや準備を経て実施し成果を
挙げることができるようになるために、特別プレゼンテー
ションなどの科目を提供する。さらに海外の研究者達との
交流を通じて新たな知識や技能を獲得するとともに、自身
の研究内容や成果を伝え議論することができるよう、英語
教育科目を選択科目として編成する。

グローバルな視野と行動力

・本学が立地する熊本の自然環境に関する基礎的科学であ
る地質学・地誌学・環境科学等の高度な専門知識を修得す
るため、地球環境科学講座の専門科目を提供する。さらに
地域企業・自治体との共同研究や、地域における産業・行
政・教育研究機関と積極的に関わりを持つため、インター
ンシップを選択科目として編成する。

地域社会を牽引するリーダー力

3
年
次

2
年
次

1
年
次

博士前期課程 理学専攻 地球環境科学コース

博士学位論文

専門科目

特別プレゼンテーション II

インターンシップ II

全専攻共通科目

先端科学科目

大学院教養教育科目

英語教育科目

理工融合教育科目

科学技術と社会 I

科学技術と社会 II

科学英語演習 I

科学英語演習 II

現代社会理解 A

現代社会理解 B

技術革新のための基礎科学

マネジメント概論

科学の歴史

岩石反応学特論

進化古生物学特論

表層環境変遷論特論

地球物性学特論

鉱物環境化学特論

微古生物学特論

気候学特論

地球環境解析学特論

地殻変動特論

同位体水文学特論

海洋火山学

流域環境科学特論

地球電磁気学特論

第四紀学特論

理学ゼミナール



ディプロマポリシー：
後期課程に3年以上在学し、理工融合教育科目および

専門科目の選択科目から12単位以上を修得し、かつ、
必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査および最終
試験に合格することとする。なお、理工融合教育科目の
大学院教養教育科目については、1単位のみ修了要件単
位として認める。ただし、在学期間に関しては、優れた
研究業績をあげた者は、当該課程に1年以上在学すれば
足りるものとする。

主任指導教員と複数（2から3名）の研究指導委員で
構成される研究指導委員会で年に少なくとも1回研究の
進捗状況を報告する。また、研究成果を国内外で開催さ
れる学会やシンポジウムで発表する。これらの発表に対
して受けた評価をもとにさらに研究を推進させることに
より、論文（査読付き）として掲載されるに値する成果
へとまとめて行く。その成果を英文でまとめ、筆頭著者
の論文として国際レベルの雑誌に投稿し、審査を受けた
のち雑誌への掲載が受理されなければならない。

これらの一連の研究活動を独自の力で遂行できると判
断された者に対し、学位が授与される。

自然科学教育部 博士後期課程 理学専攻 生物科学コース カリキュラムツリー
カリキュラムポリシー：
①全体の方針

基礎生物科学や環境生物学を基盤とした高度な専門性を持ちつつ、幅広い知識を有した国際的に活躍できる世界トップレベルの研究者を育成するため、以下
の方針によりカリキュラムを編成・実施している。

広範囲の生物科学分野の理解のために、生物科学系専門科目群を用意している。
プレゼンテーション能力の養成のための科目等を用意している。
学際的な領域の理解等のため、生物科学系専門科目群に加えて、理工融合教育科目なども用意している。

②教育課程編成の方針（「修得すべき知識・能力」への対応）
下記枠内に示す。

③教育課程における教育・学習方法に関する方針
講義科目においては、最先端研究を理解するために必要な発展的内容について丁寧に講義し、堅実な基礎知識と柔軟な発想力の修得ならびに研究意欲の高揚

につなげる。講義の聴講だけではなく、教員との質疑や関連書・資料による自習や講義ノートによる復習を行うことで知識の深い理解・定着が可能となる。
ゼミナールにおいては、各自の研究テーマとその背景に関連する最新の論文を精読し、その内容を発表する。また、学位論文の経過について教員等と討論し、

論理的思考力を養いつつ研究の進展を図る。これら発表に対する質疑応答・議論を通して、学位取得に値する科学的思考力を身につけることが可能となる。
④学修成果の評価の方針

カリキュラム・ポリシーに沿って実施される各授業科目の学修成果、取得単位数、GPA及び外部試験の得点等を可視化することによって、教育課程全体を通
した学修成果の達成状況を測定・評価する。また、学位論文については、学位論文審査基準を明示し、その基準に基づき適切に評価する。

なお、学修成果の「評価方法・基準」は、開講科目毎にシラバスに掲載する。評価は、各科目の特性に応じて、試験、レポート、発表、討論への積極的な参
加等によって公正かつ的確に行う。

・研究指導委員会での研究成果発表を課している。学位の
取得には、筆頭著者の論文として国際レベルの雑誌で研究
成果を発表することを義務づけている。また、学会発表に
より認定する「特別プレゼンテーションII」を用意している。

高度な専門的知識・技能及び研究力

・学際領域を理解できるための教養力を身に付けるため、
理学ゼミナールが開講されている。専門科目群においても、
同様の学際的な教育を行う科目群を配置している。学際領
域を身に付けるため、他専攻の科目も履修可能である。総
合科学技術共同教育センター(GJEC) が開講する理工融合教
育科目の受講を推奨している。

学際的領域を理解できる深奥な教養力

・国際的に一級レベルの研究を行える人材を育てるための
専門科目群を配置している。国外および国内における学会
発表を「特別プレゼンテーションII」として認定している。
GJECが開講する理工融合教育科目の受講を推奨している。

グローバルな視野と行動力

・生物学の専門家として地域社会に貢献できる人物を育て
るための専門科目群を配置している。リーダー力の養成の
ため「インターンシップII」が開講されている。GJECが開
講する理工融合教育科目の受講を推奨している。

地域社会を牽引するリーダー力

3
年
次

2
年
次

1
年
次

博士前期課程 理学専攻 生物科学コース

博士学位論文

専門科目

特別プレゼンテーション II

インターンシップ II

全専攻共通科目

先端科学科目

大学院教養教育科目

英語教育科目

理工融合教育科目

科学技術と社会 I

科学技術と社会 II

科学英語演習 I

科学英語演習 II

現代社会理解 A

現代社会理解 B

技術革新のための基礎科学

マネジメント概論

科学の歴史

生化学特論 II

分子遺伝学特論 II

分子細胞生物学特論 II

植物細胞学特論 II

植物遺伝学特論 II

植物分子生物学特論 II

動物細胞学特論 II

動物生理学特論 II

発生生物学特論 II

動物工学特論 II

神経内分泌学特論 II

系統分類学特論 II

多様性進化学特論 II

進化生態学特論 II

保全生物学特論 II

行動進化学特論 II

海洋生態・多様性学特論 II

群集・個体群生態学特論 II

生物科学特別講義

理学ゼミナール



工学専攻博士後期課程（広域環境保全教育プログラム）カリキュラムツリー
高度な専門知識・技能及び研究力 学際的領域を理解できる深奥な教養力 グローバルな視野と行動力 地域社会を牽引するリーダー力

• 他講座・他専攻の教員や学生とも共通の
テーマについて議論できる、体系的で総合的
な思考能力を身に付けている。

• 最先端の研究に関する高度な知識をもって
おり、自らの研究に活かせる技術力を有して
いる。

• 幅広い知識に基づいた実践的技術力、柔軟
な思考力を有している。

• 実社会における具体的な課題を実践的に解
決できる能力を身に付けている。

• 英語力を含め国際的なレベルでの情報交換
が可能なコミュニケーション力を有している。

• 国際交流を積極的に行い、国際的にも高い
評価を受ける最高水準の研究を推進する能
力を身に付けている。

• 地域間、国際間の研究交流を行い、国内外
で高い評価を受ける最高水準の研究を推進
する能力を身に付けている。

• 個性を生かしつつグループで、地域社会と協
働する力を有している。

２
年
次

１
年
次

広域環境保全教育プログラム開講科目

 地下岩盤環境解析論

 岩盤工学設計特論

 地盤工学特論

 地盤内物質輸送論

 質的環境工学特論

 環境共生農業工学特論

 環境流体輸送論

 沿岸動力学特論

 沿岸防災工学

 応用水文工学特論

 応用生体工学論

専攻共通科目
 先端科学特別講義Ⅱ

 プロジェクトゼミナールⅡ

全専攻共通科目
 インターンシップⅡ

 特別プレゼンテーションⅡ

理工融合教育科目（先端科学科目）
 科学技術と社会Ⅰ

 科学技術と社会Ⅱ

 Current Science and Technology in Japan Ⅱ

（日本の先端科学Ⅱ）

 English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理工融合教育科目（大学院教養教育科目）
 現代社会理解Ａ
 現代社会理解Ｂ
 技術革新のための基礎科学
 マネジメント概論
 科学の歴史

理工融合教育科目（英語教育科目）
 ＭＯＴ概論・基礎編
 ＭＯＴ概論・応用編
 実践ＭＯＴ
 プロジェクトマネジメント
 生産マネジメント
 企業経営概論
 ベンチャー企業論

３
年
次

 博士論文



工学専攻博士後期課程（社会環境マネジメント教育プログラム）カリキュラムツリー
高度な専門知識・技能及び研究力 学際的領域を理解できる深奥な教養力 グローバルな視野と行動力 地域社会を牽引するリーダー力

• 他講座・他専攻の教員や学生とも共通の
テーマについて議論できる、体系的で総合的
な思考能力を身に付けている。

• 最先端の研究に関する高度な知識をもって
おり、自らの研究に活かせる技術力を有して
いる。

• 幅広い知識に基づいた実践的技術力、柔軟
な思考力を有している。

• 実社会における具体的な課題を実践的に解
決できる能力を身に付けている。

• 英語力を含め国際的なレベルでの情報交換
が可能なコミュニケーション力を有している。

• 国際交流を積極的に行い、国際的にも高い
評価を受ける最高水準の研究を推進する能
力を身に付けている。

• 地域間、国際間の研究交流を行い、国内外
で高い評価を受ける最高水準の研究を推進
する能力を身に付けている。

• 個性を生かしつつグループで、地域社会と協
働する力を有している。

２
年
次

１
年
次

社会環境マネジメント教育プログラム開講科目
 持続可能都市システム
 環境便益計測論
 地域公共政策論
 状況景観論
 社会基盤メインテナンス工学
 耐震・制震設計論
 リスク分析
 環境減災マネジメント
 環境軽負荷学

専攻共通科目
 先端科学特別講義Ⅱ

 プロジェクトゼミナールⅡ

全専攻共通科目
 インターンシップⅡ

 特別プレゼンテーションⅡ

理工融合教育科目（先端科学科目）
 科学技術と社会Ⅰ

 科学技術と社会Ⅱ

 Current Science and Technology in Japan Ⅱ

（日本の先端科学Ⅱ）

 English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理工融合教育科目（大学院教養教育科目）
 現代社会理解Ａ
 現代社会理解Ｂ
 技術革新のための基礎科学
 マネジメント概論
 科学の歴史

理工融合教育科目（英語教育科目）
 ＭＯＴ概論・基礎編
 ＭＯＴ概論・応用編
 実践ＭＯＴ
 プロジェクトマネジメント
 生産マネジメント
 企業経営概論
 ベンチャー企業論

３
年
次

 博士論文



⼯学専攻博⼠後期課程（⼈間環境計画学教育プログラム）カリキュラムツリー

２
年
次

１
年
次

⼈間環境計画学教育プログラム開講科⽬
 都市・建築環境⼼理学
 保存修景論
 空間構法計画
 室内環境学特論
 建築情報マネジメント論
 建築史特論
 都市環境⼯学特論
 都市情報学特論

専攻共通科⽬
 先端科学特別講義Ⅱ

 プロジェクトゼミナールⅡ

全専攻共通科⽬
 インターンシップⅡ

 特別プレゼンテーションⅡ

理⼯融合教育科⽬（先端科学科⽬）
 科学技術と社会Ⅰ

 科学技術と社会Ⅱ

 Current Science and Technology in Japan Ⅱ

（⽇本の先端科学Ⅱ）
 English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理⼯融合教育科⽬（⼤学院教養教育科⽬）
 現代社会理解Ａ
 現代社会理解Ｂ
 技術⾰新のための基礎科学
 マネジメント概論
 科学の歴史

理⼯融合教育科⽬（英語教育科⽬）
 ＭＯＴ概論・基礎編
 ＭＯＴ概論・応⽤編
 実践ＭＯＴ
 プロジェクトマネジメント
 ⽣産マネジメント
 企業経営概論
 ベンチャー企業論

３
年
次

⾼度な専⾨知識・技能及び研究⼒ 学際的領域を理解できる深奥な教養⼒ グローバルな視野と⾏動⼒ 地域社会を牽引するリーダー⼒
• 人間の尊厳と環境との調和を認識し、高度で普遍性の

ある人文・社会科学の知識をもち、持続可能な循環型
社会実現のための広い意味での環境問題を理解する
教養を有している。

• 上述の教養を基盤として、自らの知識や理解を研究に
適用する際の社会的、倫理的責任を考慮しつつ、俯瞰
的視野をもって学術の新たな地平を切り開く能力を有
している。

• 建築学及び建築学の諸分野における独創的な研究に
より、学問分野の先端知識を創造し、その成果を国内
外に発表し、グローバル社会における知識の最前線の
拡大に貢献できる。

• 建築学及び建築学の諸分野の観点より、地域社会に
おける産業、文化、教育、政策、福祉などの振興に寄
与する先端的研究者及び研究マインドをもつ高度専門
職業人として、地域社会のリーダーとなる力を有してい
る。

• 都市空間・建築などの人間が生活する環境の計画に関
する体系的な知識、または持続可能な地球環境構築や
環境評価体系の構築など、人間を取り巻く環境の管理に
関する体系的知識、あるいは人間が構築してきた歴史
的環境や空間の理解と、それらの修景・保全に関する最
新の理論と技術に関する体系的知識を修得している。

• 上述の各分野に必要な技術と方法を修得し、高い専門
性を有する学修目標を設定し、深い洞察力と総合的な判
断力をもって自律的な研究生活ができ、その成果を以て
知識基盤社会に貢献できる。

 博⼠論⽂



⼯学専攻博⼠後期課程（循環建築⼯学教育プログラム）カリキュラムツリー

２
年
次

１
年
次

循環建築⼯学教育プログラム開講科⽬
 ⾼機能性材料設計論
 補修・補強材料⼯学
 建築構造設計学特論
 安全制御耐⾵設計論
 構造信頼性⼯学
 ⽊造構造解析特論
 界⾯強度試験特論

専攻共通科⽬
 先端科学特別講義Ⅱ

 プロジェクトゼミナールⅡ

全専攻共通科⽬
 インターンシップⅡ

 特別プレゼンテーションⅡ

理⼯融合教育科⽬（先端科学科⽬）
 科学技術と社会Ⅰ

 科学技術と社会Ⅱ

 Current Science and Technology in Japan Ⅱ

（⽇本の先端科学Ⅱ）
 English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理⼯融合教育科⽬（⼤学院教養教育科⽬）
 現代社会理解Ａ
 現代社会理解Ｂ
 技術⾰新のための基礎科学
 マネジメント概論
 科学の歴史

理⼯融合教育科⽬（英語教育科⽬）
 ＭＯＴ概論・基礎編
 ＭＯＴ概論・応⽤編
 実践ＭＯＴ
 プロジェクトマネジメント
 ⽣産マネジメント
 企業経営概論
 ベンチャー企業論

３
年
次

⾼度な専⾨知識・技能及び研究⼒ 学際的領域を理解できる深奥な教養⼒ グローバルな視野と⾏動⼒ 地域社会を牽引するリーダー⼒
• 人間の尊厳と環境との調和を認識し、社会に貢献でき

る人格を形成するための人文・社会科学の基礎知識を
持っている。

• 上記の知識を工学技術に応用する能力、すなわち技
術者倫理を身に付けている。

• 持続可能な循環型社会の形成のために解決すべき環
境問題を理解している。

• 建築学及び建築学の諸分野における独創的な研究に
より、学問分野の先端知識を創造し、その成果を国内
外に発表し、グローバル社会における知識の最前線の
拡大に貢献できる。

• 建築学及び建築学の諸分野の観点より、地域社会に
おける産業、文化、教育、政策、福祉などの振興に寄
与する先端的研究者及び研究マインドをもつ高度専門
職業人として、地域社会のリーダーとなる力を有してい
る。

• 循環型社会を念頭に、新素材・新構法、補修・補強技術
による長寿命構造物の設計、施工、維持管理システム
の構築を可能にする体系的知識を有している。

• 環境負荷低減を念頭に、建設廃棄物などの再利用・再
活用技術の開発を推進しうる体系的知識を有している。

• 建築構造物の耐震性能に関する評価法、設計法、診断
法、耐震補強技術の開発を可能にする体系的知識を有
している。

• 上述の分野に必要な技術と方法を修得し、高い専門性
を有する学修目標を設定し、深い洞察力と総合的な判断
力をもって自律的な研究生活ができ、その成果を以て知
識基盤社会に貢献できる。

 博⼠論⽂



⼯学専攻博⼠後期課程（先端機械システム教育プログラム）カリキュラムツリー
⾼度な専⾨知識・技能及び研究⼒ 学際的領域を理解できる深奥な教養⼒ グローバルな視野と⾏動⼒ 地域社会を牽引するリーダー⼒

• 先端的な熱・流体・材料の力学と機械設計・
精密加工・機械製作技術などについて、幅広
い知識を修得している。

• 高度化した機械システムに関する問題解決
能力、深い洞察力と探求心を修得している。

• 他の専攻・講座との連携をはかり、先端・広
域領域の研究プロジェクトへ発展させる能力
を有している。

• 課題・演習・プレゼンテーションを通じ、英語
によるコミュニケーションができる能力を修得
している。

• 産業界との情報交換、引いては共同研究が
できる関係を常に構築し、基礎研究にとどま
らず実用化を目指した研究を行い、産業界に
自らアピールできる能力を有している。

２
年
次

１
年
次

先端機械システム教育プログラム開講科⽬
 ⾼温強度学特論
 ⾮平衡熱⼒学
 数値流体⼯学
 流体エネルギー変換⼯学
 熱・物質移動⼯学
 熱流動シミュレーション
 相変化伝熱特論
 混相流体⼒学
 超精密加⼯学
 機械設計システム
 精密機械製作学
 マイクロ・ナノシステム創成論
 バイオメカニクス
 爆発加⼯学

専攻共通科⽬
 先端科学特別講義Ⅱ

 プロジェクトゼミナールⅡ

全専攻共通科⽬
 インターンシップⅡ

 特別プレゼンテーションⅡ

理⼯融合教育科⽬（先端科学科⽬）
 科学技術と社会Ⅰ

 科学技術と社会Ⅱ

 Current Science and Technology in Japan Ⅱ

（⽇本の先端科学Ⅱ）
 English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理⼯融合教育科⽬（⼤学院教養教育科⽬）
 現代社会理解Ａ
 現代社会理解Ｂ
 技術⾰新のための基礎科学
 マネジメント概論
 科学の歴史

理⼯融合教育科⽬（英語教育科⽬）
 ＭＯＴ概論・基礎編
 ＭＯＴ概論・応⽤編
 実践ＭＯＴ
 プロジェクトマネジメント
 ⽣産マネジメント
 企業経営概論
 ベンチャー企業論

３
年
次

 博⼠論⽂



機械数理⼯学専攻博⼠前期課程（機械⼯学教育プログラム）カリキュラムツリー
⾼度な専⾨知識・技能及び研究⼒ 学際的領域を理解できる深奥な教養⼒ グローバルな視野と⾏動⼒ 地域社会を牽引するリーダー⼒
• 自ら思考し問題を解決できる能力を習得している。
• 高度な学術研究の中核として最先端の学術研究

を推し進める能力を修得している。
• 世界をリードする最先端の学術研究を推進する能

力を修得している。

• 機械システム全般に関する広範な知識を修得し
ている。

• 実学に即した学術研究を推し進め、研究成果を
社会還元することができる能力を修得している。

• 研究成果を国際的な学会で発表できるプレゼン
テーション能力を修得している。

• 国際的な場で人的交流し、学術の会話ができるコ
ミュニケーション能力を修得している。

• 産業界との協力や共同研究を行うことができる、
社会人としてのコミュニケーション力を修得してい
る。

２
年
次

１
年
次

専⾨基礎科⽬
 精密加⼯学特論
 機械製作学特論
 機械潤滑システム特論
 流体⼯学特論Ⅰ

 流体⼯学特論Ⅱ

 熱⼯学特論Ⅰ

 熱⼯学特論Ⅱ

 熱⼯学特論Ⅲ

 混相系の科学技術
 計算⼒学特論
 エネルギー変換⼯学特論
 強度設計学特論
 材料加⼯学特論
 マイクロ・ナノデバイス設計製作学特論
 ⽣体医⼯学特論
 機械⼯学特別講義Ⅰ（必修）
 機械⼯学特別講義Ⅱ（必修）

専⾨応⽤科⽬
 製造環境論
 計測⼯学特論
 知能移動機械論
 振動⼯学特論
 知的システム特論
 知能機械特論
 コンピュータ援⽤⼒学
 塑性加⼯学特論
 固体⼒学特論
 製品設計
 衝撃物性特論
 ロバスト制御特論
 宇宙機械⼯学特論

機械系共通専⾨科⽬
 ⼯業数学特論Ⅰ

 ⼯業数学特論Ⅱ

全専攻共通科⽬
 インターンシップⅠ

 特別プレゼンテーションⅠ

理⼯融合教育科⽬（先端科学科⽬）
 科学技術と社会Ⅰ

 科学技術と社会Ⅱ

 Current Science and Technology in Japan Ⅰ

（⽇本の先端科学Ⅰ）
 English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理⼯融合教育科⽬（⼤学院教養教育科⽬）
 現代社会理解Ａ
 現代社会理解Ｂ
 技術⾰新のための基礎科学
 マネジメント概論
 科学の歴史

理⼯融合教育科⽬（英語教育科⽬）
 科学英語演習Ⅰ

 科学英語演習Ⅱ

 修⼠論⽂

専攻共通科⽬
 先端科学特別講義Ⅰ

 プロジェクトゼミナールⅠ



機械数理⼯学専攻博⼠前期課程（機械システム教育プログラム）カリキュラムツリー
⾼度な専⾨知識・技能及び研究⼒ 学際的領域を理解できる深奥な教養⼒ グローバルな視野と⾏動⼒ 地域社会を牽引するリーダー⼒
• 自ら思考し問題を解決できる能力を習得している。
• 高度な学術研究の中核として最先端の学術研究

を推し進める能力を修得している。
• 世界をリードする最先端の学術研究を推進する能

力を修得している。

• 機械システム全般に関する広範な知識を修得し
ている。

• 実学に即した学術研究を推し進め、研究成果を
社会還元することができる能力を修得している。

• 研究成果を国際的な学会で発表できるプレゼン
テーション能力を修得している。

• 国際的な場で人的交流し、学術の会話ができるコ
ミュニケーション能力を修得している。

• 産業界との協力や共同研究を行うことができる、
社会人としてのコミュニケーション力を修得してい
る。

２
年
次

１
年
次

専⾨基礎科⽬
 製造環境論
 計測⼯学特論
 知能移動機械論
 振動⼯学特論
 知的システム特論
 知能機械特論
 コンピュータ援⽤⼒学
 塑性加⼯学特論
 固体⼒学特論
 製品設計
 衝撃物性特論
 ロバスト制御特論
 宇宙機械⼯学特論
 機械⼯学特別講義Ⅰ（必修）
 機械⼯学特別講義Ⅱ（必修）

専⾨応⽤科⽬
 精密加⼯学特論
 機械製作学特論
 機械潤滑システム特論
 流体⼯学特論Ⅰ

 流体⼯学特論Ⅱ

 熱⼯学特論Ⅰ

 熱⼯学特論Ⅱ

 熱⼯学特論Ⅲ

 混相系の科学技術
 計算⼒学特論
 エネルギー変換⼯学特論
 強度設計学特論
 材料加⼯学特論
 マイクロ・ナノデバイス設計製作学特論
 ⽣体医⼯学特論

機械系共通専⾨科⽬
 ⼯業数学特論Ⅰ

 ⼯業数学特論Ⅱ

全専攻共通科⽬
 インターンシップⅠ

 特別プレゼンテーションⅠ

理⼯融合教育科⽬（先端科学科⽬）
 科学技術と社会Ⅰ

 科学技術と社会Ⅱ

 Current Science and Technology in Japan Ⅰ

（⽇本の先端科学Ⅰ）
 English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理⼯融合教育科⽬（⼤学院教養教育科⽬）
 現代社会理解Ａ
 現代社会理解Ｂ
 技術⾰新のための基礎科学
 マネジメント概論
 科学の歴史

理⼯融合教育科⽬（英語教育科⽬）
 科学英語演習Ⅰ

 科学英語演習Ⅱ

 修⼠論⽂

専攻共通科⽬
 先端科学特別講義Ⅰ

 プロジェクトゼミナールⅠ



⼯学専攻博⼠後期課程（先端機械システム教育プログラム）カリキュラムツリー
⾼度な専⾨知識・技能及び研究⼒ 学際的領域を理解できる深奥な教養⼒ グローバルな視野と⾏動⼒ 地域社会を牽引するリーダー⼒

• 先端的な熱・流体・材料の力学と機械設計・
精密加工・機械製作技術などについて、幅広
い知識を修得している。

• 高度化した機械システムに関する問題解決
能力、深い洞察力と探求心を修得している。

• 他の専攻・講座との連携をはかり、先端・広
域領域の研究プロジェクトへ発展させる能力
を有している。

• 課題・演習・プレゼンテーションを通じ、英語
によるコミュニケーションができる能力を修得
している。

• 産業界との情報交換、引いては共同研究が
できる関係を常に構築し、基礎研究にとどま
らず実用化を目指した研究を行い、産業界に
自らアピールできる能力を有している。

２
年
次

１
年
次

先端機械システム教育プログラム開講科⽬
 ⾼温強度学特論
 ⾮平衡熱⼒学
 数値流体⼯学
 流体エネルギー変換⼯学
 熱・物質移動⼯学
 熱流動シミュレーション
 相変化伝熱特論
 混相流体⼒学
 超精密加⼯学
 機械設計システム
 精密機械製作学
 マイクロ・ナノシステム創成論
 バイオメカニクス
 爆発加⼯学

専攻共通科⽬
 先端科学特別講義Ⅱ

 プロジェクトゼミナールⅡ

全専攻共通科⽬
 インターンシップⅡ

 特別プレゼンテーションⅡ

理⼯融合教育科⽬（先端科学科⽬）
 科学技術と社会Ⅰ

 科学技術と社会Ⅱ

 Current Science and Technology in Japan Ⅱ

（⽇本の先端科学Ⅱ）
 English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理⼯融合教育科⽬（⼤学院教養教育科⽬）
 現代社会理解Ａ
 現代社会理解Ｂ
 技術⾰新のための基礎科学
 マネジメント概論
 科学の歴史

理⼯融合教育科⽬（英語教育科⽬）
 ＭＯＴ概論・基礎編
 ＭＯＴ概論・応⽤編
 実践ＭＯＴ
 プロジェクトマネジメント
 ⽣産マネジメント
 企業経営概論
 ベンチャー企業論

３
年
次

 博⼠論⽂



⼯学専攻博⼠後期課程（機械知能システム教育プログラム）カリキュラムツリー
⾼度な専⾨知識・技能及び研究⼒ 学際的領域を理解できる深奥な教養⼒ グローバルな視野と⾏動⼒ 地域社会を牽引するリーダー⼒

• 知的な機械システムや生産システムに関わ
る高度の専門知識と、その実践的応用能力
を修得している。

• 探究心、創造性および問題解決能力を有し
ている

• 異なる研究分野間の柔軟な協力・連携をは
かり研究を展開・発展させる能力を有してい
る。

• 国内外と学術交流できるコミュニケーション力
を有している。

• 幅広い分野に適応でき、研究者集団・技術者
集団の一員として協調して研究を遂行する能
力を修得している。

２
年
次

１
年
次

機械知能システム教育プログラム開講科⽬
 成形加⼯論
 知能機械システム特論
 破壊⼒学
 メンテナンス⼯学
 接合加⼯学
 センサー⼯学特論
 計測信号処理特論
 能動計測特論
 ロバスト適応制御論
 ⽣産システム設計
 極限環境物質科学

専攻共通科⽬
 先端科学特別講義Ⅱ

 プロジェクトゼミナールⅡ

全専攻共通科⽬
 インターンシップⅡ

 特別プレゼンテーションⅡ

理⼯融合教育科⽬（先端科学科⽬）
 科学技術と社会Ⅰ

 科学技術と社会Ⅱ

 Current Science and Technology in Japan Ⅱ

（⽇本の先端科学Ⅱ）
 English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理⼯融合教育科⽬（⼤学院教養教育科⽬）
 現代社会理解Ａ
 現代社会理解Ｂ
 技術⾰新のための基礎科学
 マネジメント概論
 科学の歴史

理⼯融合教育科⽬（英語教育科⽬）
 ＭＯＴ概論・基礎編
 ＭＯＴ概論・応⽤編
 実践ＭＯＴ
 プロジェクトマネジメント
 ⽣産マネジメント
 企業経営概論
 ベンチャー企業論

３
年
次

 博⼠論⽂



⼯学専攻博⼠後期課程（応⽤数理教育プログラム）カリキュラムツリー
⾼度な専⾨知識・技能及び研究⼒ 学際的領域を理解できる深奥な教養⼒ グローバルな視野と⾏動⼒ 地域社会を牽引するリーダー⼒

• 最新の数学理論に関わる高度の専門知識と、
その実践的応用能力を修得している。

• 探究心、創造性および問題解決能力を有し
ている

• 高度な数学的経験を地域社会の発展に還元
できる能力を修得している。

• 異なる研究分野間の柔軟な協力・連携をは
かり研究を展開・発展させる能力を有してい
る。

• 国内外と学術交流できるコミュニケーション力
を有している。

• 幅広い分野に適応でき、研究者集団・技術者
集団の一員として協調して研究を遂行する能
力を修得している。

２
年
次

１
年
次

応⽤数理教育プログラム開講科⽬

 複雑系解析特論

 調和解析学特論

 組合せ論特論

 グラフマイナー･構造理論特論

 マルコフ過程論

 ⼤偏差原理特論

 逐次解析特論

 多変量解析特論

専攻共通科⽬
 先端科学特別講義Ⅱ

 プロジェクトゼミナールⅡ

全専攻共通科⽬
 インターンシップⅡ

 特別プレゼンテーションⅡ

理⼯融合教育科⽬（先端科学科⽬）
 科学技術と社会Ⅰ

 科学技術と社会Ⅱ

 Current Science and Technology in Japan Ⅱ

（⽇本の先端科学Ⅱ）
 English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理⼯融合教育科⽬（⼤学院教養教育科⽬）
 現代社会理解Ａ
 現代社会理解Ｂ
 技術⾰新のための基礎科学
 マネジメント概論
 科学の歴史

理⼯融合教育科⽬（英語教育科⽬）
 ＭＯＴ概論・基礎編
 ＭＯＴ概論・応⽤編
 実践ＭＯＴ
 プロジェクトマネジメント
 ⽣産マネジメント
 企業経営概論
 ベンチャー企業論

３
年
次

 博⼠論⽂



⼯学専攻博⼠後期課程（先端情報通信⼯学教育プログラム）カリキュラムツリー
⾼度な専⾨知識・技能及び研究⼒ 学際的領域を理解できる深奥な教養⼒ グローバルな視野と⾏動⼒ 地域社会を牽引するリーダー⼒
• 計算機のハードウエア技術、ソフトウエア技術、およ

び情報伝送技術の高度専門知識を持っている。
• 研究成果を論文として専門誌に掲載することを通じ

て、研究成果の効果的な発表方法を修得している。
• 自発的探求心、論理的思考能力、課題発見・解決能

力、表現能力を修得している。

• 理工融合教育科目の履修を通じて、知的探
究心、論理性、問題発見・解決能力、表現力
などを修得している。

• 講義や研究室内のセミナーを通じて、専門分
野とその周辺における最新の科学技術を修
得している。

• 国内外の学会での論文発表を通して、プ
レゼンテーション能力、コミュニケーション
能力を修得している。

• 国内外の企業・研究機関と連携したイン
ターンシップ制度などを通じて、企画力、
実践力、社会性を修得している。

２
年
次

１
年
次

先端情報通信⼯学教育プログラム開講科⽬
 光・マイクロ波回路⼯学特論
 アンテナ伝播⼯学特論
 コンピュータアーキテクチャ特論Ⅰ

 コンピュータアーキテクチャ特論Ⅱ

 集積システム設計⼯学特論
 システムソフトウェア特論
 算法解析特論Ⅰ

 算法解析特論Ⅱ

 情報ネットワーク論
 ⾮線形システム解析特論
 メディア情報応⽤技術論
 情報通信基盤セキュリティ特論
 時系列解析特論

専攻共通科⽬
 先端科学特別講義Ⅱ

 プロジェクトゼミナールⅡ

全専攻共通科⽬
 インターンシップⅡ

 特別プレゼンテーションⅡ

理⼯融合教育科⽬（先端科学科⽬）
 科学技術と社会Ⅰ

 科学技術と社会Ⅱ

 Current Science and Technology in Japan Ⅱ

（⽇本の先端科学Ⅱ）
 English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理⼯融合教育科⽬（⼤学院教養教育科⽬）
 現代社会理解Ａ
 現代社会理解Ｂ
 技術⾰新のための基礎科学
 マネジメント概論
 科学の歴史

理⼯融合教育科⽬（英語教育科⽬）
 ＭＯＴ概論・基礎編
 ＭＯＴ概論・応⽤編
 実践ＭＯＴ
 プロジェクトマネジメント
 ⽣産マネジメント
 企業経営概論
 ベンチャー企業論

３
年
次

 博⼠論⽂



⼯学専攻博⼠後期課程（⼈間環境情報教育プログラム）カリキュラムツリー
⾼度な専⾨知識・技能及び研究⼒ 学際的領域を理解できる深奥な教養⼒ グローバルな視野と⾏動⼒ 地域社会を牽引するリーダー⼒

• 情報・電子・制御工学の基礎ならびに理論的
分野とその応用的分野における高度な専門
能力を持っている。

• 知的探求心、論理的思考能力、問題発見・解
決能力、表現能力などを修得している。

• 情報・電子・制御関連領域の知識を基盤に、
これらの境界・複合領域に関する理解・応用
能力（専門的知識）を修得している。

• 国際学会での論文発表、海外大学での研修
などへの積極的な参加を通じて、国際的な社
会性を有している。

• 国内外の一流企業でのインターンシップを通
じて、社会性やリーダーシップを修得している。

２
年
次

１
年
次

⼈間環境情報教育プログラム開講科⽬

 モデルベースド制御特論

 ⼈間機械システム⼯学特論

 サイバネティクス特論

 画像情報処理

 マルチモーダル情報処理特論

 情報変換システム論

 統計信号処理特論

 多元情報計測処理特論

 先端⾃動⾞⼯学特論

専攻共通科⽬

 先端科学特別講義Ⅱ

 プロジェクトゼミナールⅡ

全専攻共通科⽬
 インターンシップⅡ

 特別プレゼンテーションⅡ

理⼯融合教育科⽬（先端科学科⽬）
 科学技術と社会Ⅰ

 科学技術と社会Ⅱ

 Current Science and Technology in Japan Ⅱ

（⽇本の先端科学Ⅱ）
 English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理⼯融合教育科⽬（⼤学院教養教育科⽬）
 現代社会理解Ａ
 現代社会理解Ｂ
 技術⾰新のための基礎科学
 マネジメント概論
 科学の歴史

理⼯融合教育科⽬（英語教育科⽬）
 ＭＯＴ概論・基礎編
 ＭＯＴ概論・応⽤編
 実践ＭＯＴ
 プロジェクトマネジメント
 ⽣産マネジメント
 企業経営概論
 ベンチャー企業論

３
年
次

 博⼠論⽂



⼯学専攻博⼠後期課程（機能創成エネルギー教育プログラム）カリキュラムツリー
⾼度な専⾨知識・技能及び研究⼒ 学際的領域を理解できる深奥な教養⼒ グローバルな視野と⾏動⼒ 地域社会を牽引するリーダー⼒

• 幅広い領域を抱合する電気エネルギー工学
関連分野の高度専門知識を持っている。

• 学会誌への論文投稿、研究成果や討論など
により、自発的探求心、論理的思考能力、課
題発見・解決能力、表現能力を修得している。

• 理工融合教育科目における研究主導型の教
育科目により、多様な領域に幅広く対応し、
かつ新たな研究分野を開拓できる能力を修
得している

• 海外先進大学の教員による指導、国際学会
での論文発表、海外インターンシップなどに
より、英語による充分なコミュニケーション能
力を備え、世界で活躍しうる国際的感覚を有
している。

• 産学連携の研究テーマの遂行、国内外のイ
ンターンシップにおける実践経験などを通し
て、地域産業への理解を深め、グローバルな
視点で高度な専門知識を地域社会に還元す
るリーダーシップを修得している。

２
年
次

１
年
次

機能創成エネルギー教育プログラム開講科⽬
 超⾳波⼯学
 電⼒システム経済論
 パワーエレクトロニクス特論
 環境エレクトロニクス特論
 電磁エネルギー⽣体応⽤⼯学
 機能電⼦デバイス論
 ナノ構造応⽤⼯学
 パルス放電プラズマ応⽤⼯学
 光応⽤⼯学特論
 パルスパワー医療科学特論
 衝撃波バイオエレクトリクス科学特論
 ナノ電⼦デバイス特論
 衝撃パルスパワー発⽣制御技術
 パルスパワー⽣命科学
 結晶構造解析概論

専攻共通科⽬
 先端科学特別講義Ⅱ

 プロジェクトゼミナールⅡ

全専攻共通科⽬
 インターンシップⅡ

 特別プレゼンテーションⅡ

理⼯融合教育科⽬（先端科学科⽬）
 科学技術と社会Ⅰ

 科学技術と社会Ⅱ

 Current Science and Technology in Japan Ⅱ

（⽇本の先端科学Ⅱ）
 English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理⼯融合教育科⽬（⼤学院教養教育科⽬）
 現代社会理解Ａ
 現代社会理解Ｂ
 技術⾰新のための基礎科学
 マネジメント概論
 科学の歴史

理⼯融合教育科⽬（英語教育科⽬）
 ＭＯＴ概論・基礎編
 ＭＯＴ概論・応⽤編
 実践ＭＯＴ
 プロジェクトマネジメント
 ⽣産マネジメント
 企業経営概論
 ベンチャー企業論

３
年
次

 博⼠論⽂



⼯学専攻博⼠後期課程（物質材料⼯学教育プログラム）カリキュラムツリー
⾼度な専⾨知識・技能及び研究⼒ 学際的領域を理解できる深奥な教養⼒ グローバルな視野と⾏動⼒ 地域社会を牽引するリーダー⼒
• 物質の構造､物理的・化学的性質､力学特性

等をナノからマクロにわたる幅広い視野で探
索できる高度な知識と技術を持っている。

• 材料開発に関する萌芽的・基礎的研究から
実用化を目指した応用研究まで幅広く展開で
きる研究力を持っている｡

• 個々の専門分野の研究をより深化させ､分野
間の有機的連携を図り､先駆的学際研究プロ
ジェクトを提案できる｡

• 外国人研究者との交流､ならびに外国語によ
る発表､論文作成等を主体的に行うことがで
きる｡

• 独創的な研究課題の設定､論理的な研究手
法の確立､効果的な研究成果の発表能力の
向上に努め､研究者としての自立性を持って
いる｡

• 研究成果を地域社会へ還元するための発想
力と提案力を有している。

２
年
次

１
年
次

全専攻共通科⽬
 インターンシップⅡ

 特別プレゼンテーションⅡ

理⼯融合教育科⽬（先端科学科⽬）
 科学技術と社会Ⅰ

 科学技術と社会Ⅱ

 Current Science and Technology in Japan Ⅱ

（⽇本の先端科学Ⅱ）
 English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理⼯融合教育科⽬（⼤学院教養教育科⽬）
 現代社会理解Ａ
 現代社会理解Ｂ
 技術⾰新のための基礎科学
 マネジメント概論
 科学の歴史

理⼯融合教育科⽬（英語教育科⽬）
 ＭＯＴ概論・基礎編
 ＭＯＴ概論・応⽤編
 実践ＭＯＴ
 プロジェクトマネジメント
 ⽣産マネジメント
 企業経営概論
 ベンチャー企業論

３
年
次

 博⼠論⽂

物質材料⼯学教育プログラム開講科⽬
 アモルファス・ナノ結晶材料学
 マテリアルプロセス設計
 先端マテリアル塑性⼯学
 先端セラミックス材料設計学
 マテリアル数値モデリング⼯学
 ⽔素材料評価学
 ナノカーボン物質材料特論
 材料界⾯電⼦化学特論
 材料ナノ界⾯設計学
 微細構造評価学特論
 ⾮線形連続体⼒学
 材料構造制御科学特論
 実践英語

専攻共通科⽬
 先端科学特別講義Ⅱ

 プロジェクトゼミナールⅡ



⼯学専攻博⼠後期課程（物質⽣命化学教育プログラム）カリキュラムツリー
⾼度な専⾨知識・技能及び研究⼒ 学際的領域を理解できる深奥な教養⼒ グローバルな視野と⾏動⼒ 地域社会を牽引するリーダー⼒
• 物質の構造､物理的・化学的性質､力学特性

等をナノからマクロにわたる幅広い視野で探
索できる高度な知識と技術を持っている。

• 材料開発に関する萌芽的・基礎的研究から
実用化を目指した応用研究まで幅広く展開で
きる研究力を持っている｡

• 個々の専門分野の研究をより深化させ､分野
間の有機的連携を図り､先駆的学際研究プロ
ジェクトを提案できる｡

• 外国人研究者との交流､ならびに外国語によ
る発表､論文作成等を主体的に行うことがで
きる｡

• 独創的な研究課題の設定､論理的な研究手
法の確立､効果的な研究成果の発表能力の
向上に努め､研究者としての自立性を持って
いる｡

• 研究成果を地域社会へ還元するための発想
力と提案力を有している。

２
年
次

１
年
次

全専攻共通科⽬
 インターンシップⅡ

 特別プレゼンテーションⅡ

理⼯融合教育科⽬（先端科学科⽬）
 科学技術と社会Ⅰ

 科学技術と社会Ⅱ

 Current Science and Technology in Japan Ⅱ

（⽇本の先端科学Ⅱ）
 English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理⼯融合教育科⽬（⼤学院教養教育科⽬）
 現代社会理解Ａ
 現代社会理解Ｂ
 技術⾰新のための基礎科学
 マネジメント概論
 科学の歴史

理⼯融合教育科⽬（英語教育科⽬）
 ＭＯＴ概論・基礎編
 ＭＯＴ概論・応⽤編
 実践ＭＯＴ
 プロジェクトマネジメント
 ⽣産マネジメント
 企業経営概論
 ベンチャー企業論

３
年
次

 博⼠論⽂

物質⽣命化学教育プログラム開講科⽬
 機能性医⽤材料⼯学
 機能⾼分⼦材料化学
 無機機能物質化学
 分⼦システム化学
 バイオコンバージョン
 分⼦計測化学
 物質変換論
 ⽣体機能分⼦設計
 機能電極応⽤化学
 ナノ機能界⾯制御特論
 ナノ物性シミュレーション化学
 機能材料プロセス⼯学
 ナノ無機材料⼯学
 触媒表⾯化学特論
 分⼦酵素化学

専攻共通科⽬
 先端科学特別講義Ⅱ

 プロジェクトゼミナールⅡ

 ナノ機能物質設計特論
 ナノ界⾯電気化学
 光機能物質科学論
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